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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 
 放射光蛍光 X 線 CT は非放射性元素の空間分布を高感度・高空間分解能に画像化できるが、従来法では
撮像に１日程度を要し、in vivo への適用を困難にさせていた。これは、現行の撮像方式が第 1 世代型 CT、
すなわちペンシルビームによるデータ取得方式を採用しているからであり、投影データを 1 点ごとに取得
しているため、1 断面の撮像にも数時間要する。この方式に依っている限り高速撮像は望めず、in vivo 撮
像においてはモーションアーチファクト等による画質劣化は避けられない。本研究では、高空間分解能・
高速撮像のためにピンホールを用いる新しい撮像方式と高精度 CT 再構成アルゴリズムを提案し、これら
の有効性をシミュレーションや実験を通して実証した。具体的には、撮像システムに 25 穴のマルチピンホ
ールを用い、１度の撮影で 25 枚の投影像を同時に得ることが可能になった。再構成法では新たに撮像方式
に基づいた EM アルゴリズムを取り入れ、検出されたフォトン数が数１００個程度であっても定量的にＣ
Ｔ像を再構成できるようになった。これにより、撮像時間は約１時間までに短縮された。本手法の実証の
ために、数個の穴を空けたアクリル円筒に低濃度のヨウ素を入れたファントムを撮影し、空間分解能約 200 
um、濃度分解能約 50 mg/ml を確認している。今後小動物撮像を行うためには、濃度分解能の向上が不可欠
であり、撮像方式・再構成法の改良やターゲット元素の変更などを進めている。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
We propose a 3-dimensional fluorescent x-ray computed tomography (CT) pinhole collimator, aimed at 
providing molecular imaging with quantifiable measures and sub-millimeter spatial resolution. In this 
study, we demonstrate the feasibility of this concept and investigate imaging properties such as spatial 
resolution, contrast resolution and quantifiable measures, by imaging physical phantoms using a 
preliminary imaging system developed with monochromatic synchrotron x rays constructed at the BLNE-7A 
experimental line at KEK, Japan. 
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